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§１．研究開発実施体制 
 
（１）「中本」グループ（東京工業大学） 
① 研究開発代表者：中本 高道 （東京工業大学科学技術創成研究院、教授） 
② 研究項目 

・要素臭の探索 
・嗅覚ディスプレイ 
・オンライン広告 
・シミュレータ 
・医療・リハビリテーション 

（２）「石田」グループ（東京農工大学） 
① 主たる共同研究者：石田 寛 （東京農工大学工学研究院、教授） 
② 研究項目 

・遠隔匂い再現 
 

§２．研究開発成果の概要  
香り再現技術を用い human centric ディジタル嗅覚ツインの基礎を築き上げる。そのために、

要素臭と嗅覚ディスプレイを用いて対象臭とほぼ同じ香りを再現する。本年度は、無臭の保留材の

影響を除く方法を取り入れて香水の要素臭を作成し、保留材を考慮しない方法と比較した結果、

提案手法による香りの方がオリジナルの香りに近いという結果が官能評価により得られた。さらにマ

ススペクトルだけでなく官能検査結果を利用した要素臭探索方法の準備として、自然言語処理に

より類似性の高い香り記述子同士のクラスタを作成した。また、20 成分調合嗅覚ディスプレイに関

しては、チャネル間個体差を測定するとともに、メーカに外注し試作した。現在、嗅覚ディスプレイ

を発注すれば製造できる体制を整えつつある。前年、精油ライブラリを作成したが本年 CEATEC
に出展して、香り再現システムを広く周知するとともに体験者からのフィードバックを受けた。 
また、災害シミュレータに向けて実時間動作数値流体シミュレータを開発し、障害物及び熱源と

して体験者の人体自体の影響を考慮することが仮想空間で臭い発生源を探知する上で重要なこと

がわかった。さらに、医療・リハビリ応用として操作性を向上させた嗅覚ゲームを開発し、高齢者を

対象とした予備実験を行った。今後、嗅覚ゲームで記憶・認知機能が高まるかを検証する実験を

予定している。遠隔匂い再現に関しては、日常生活で頻繁に遭遇する匂いを 18 類型に分類（斉

藤幸子, におい・かおり環境学会誌, 44，363, 2013）した中から食品，花，果実に関する 8 類型を

選択し、それぞれの類型から選んだ代表的な匂いの特徴を減法混臭で再現することができた。 
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